
平成29年６月20日から21日までの梅雨前線に伴う豪雨（349mm/24h、

71mm/1h）により、佐野川水系佐野川が溢水し、公共土木施設に被害はなかっ

たが、床上２戸、床下10戸を含む１haの浸水被害が発生した。

このため、推進費を活用して緊急的に河川改修を行うことで再度災害防止を

図り、地域住民の安全・安心を確保する。

和歌山県

和歌山県新宮市三輪崎地内

140

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）70

河川改修事業（佐野川水系佐野川）
サ ノ ガワ サ ノ ガワ

シングウ シ ミ ワサキ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

黒 施行完了箇所

佐野川

和歌山県

新宮市

佐野川

施行箇所

三輪崎雨量観測所（県）

国道４２号

浸水箇所
床上浸水家屋
床下浸水家屋
道路冠水箇所

推
進
費

施
行
区
間

L=
30
m

□ 現況河道

上部工

下部工

護岸工

掘削工

凡例
■ 推進費施行箇所
■ 当初実施箇所
■ 次年度以降
■ 現況河道

道路

上部工
下部工

取合道路工

仮設道路工

仮河川工

護岸工

電柱移設

水道移設

①

②

被災状況写真

①

被災状況写真

②

第一佐野橋

第一佐野橋が流水を阻害

越流箇所

【位置図】

【平面図】

【断面図】

表記を外の河川に
合わせて、修正しま
した。

【10】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 補助 豪雨 分類②）

【Ｈ29第２回】
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平成29年６月20日から21日までの梅雨前線に伴う豪雨（349mm/24h、

71mm/1h）により、佐野川水系佐野川が溢水し、公共土木施設に被害はなかっ

たが、床上２戸、床下10戸を含む１haの浸水被害が発生した。

このため、推進費を活用して緊急的に河川改修を行うことで再度災害防止を

図り、地域住民の安全・安心を確保する。

和歌山県

和歌山県新宮市三輪崎地内

140

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）70

河川改修事業（佐野川水系佐野川）
サ ノ ガワ サ ノ ガワ

シングウ シ ミ ワサキ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

黒 施行完了箇所

佐野川

和歌山県

新宮市

佐野川

施行箇所

三輪崎雨量観測所（県）

国道４２号

浸水箇所
床上浸水家屋
床下浸水家屋
道路冠水箇所

推
進
費

施
行
区
間

L=
30
m

□ 現況河道

上部工

下部工

護岸工

掘削工

凡例
■ 推進費施行箇所
■ 当初実施箇所
■ 次年度以降
■ 現況河道

道路

上部工
下部工

取合道路工

仮設道路工

仮河川工

護岸工

電柱移設

水道移設

①

②

被災状況写真

①

被災状況写真

②

第一佐野橋

第一佐野橋が流水を阻害

越流箇所

【位置図】

【平面図】

【断面図】

表記を外の河川に
合わせて、修正しま
した。

【10】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 補助 豪雨 分類②）

【Ｈ29第２回】

92

推進費施行箇所
排水樋門ゲート N=２門

②

①

凡例
：浸水範囲

排水樋門ゲート ２門

鋼製ローラゲート
B5.1m×H3.1ｍ×2門

平成27年９月関東・東北豪雨（444mm/24h、51mm/1h）で利根川水系思川の水

位が上昇し、背水により支川豊穂川が溢水。公共土木施設に被害はなかったが、

床上732戸、床下251戸を含む85haの浸水被害が発生した。

このため、推進費を活用して緊急的に排水樋門ゲートを設置することで再度災

害防止を図り、地域住民等の安全・安心を確保する。

栃木県

栃木県小山市大行寺地先

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費200（百万円） 100（百万円）

【11】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 補助 豪雨 分類②）

河川改修事業（利根川水系思川）
トネ ガワ オモイ ガワ

オヤマ シ ダイギョウジ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所

① 浸水状況

②浸水状況

位置図

施行箇所

思
川

【Ｈ27第３回】

トヨ ホ ガワ

断面図

平面図
浸水面積：約85ha
床上浸水：732戸
床下浸水：251戸

豊穂川

施工完了
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浸水家屋

浸水範囲

①

②

大坪川

平成30年７月豪雨（223mm/24h、48mm/1h）により、亀の川水系大坪川が

溢水し、公共土木施設に被害はなかったが、床上１戸、床下16戸を含む７ha

の浸水被害が発生した。

このため、推進費を活用し、緊急的に河道掘削等を行うことで河川の流下

能力を向上させて再度災害防止を図り、地域住民の安全・安心を確保する。

和歌山県

和歌山県海南市黒江地先

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費300（百万円） 150（百万円）

【12】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 補助 豪雨 分類②）

河川改修事業（亀の川水系大坪川）
カメ ガワ オオ ツボ ガワ

カイ ナン シ クロ エ

【Ｈ30第３回】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

① ②

平面図

位置図

矢板工

河道掘削

【断面図（A-A’）】

地盤高▽T.P3.04 被災時水位

対策後水位

【断面図（B-B’）】
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浸水家屋

浸水範囲

①

②

大坪川

平成30年７月豪雨（223mm/24h、48mm/1h）により、亀の川水系大坪川が

溢水し、公共土木施設に被害はなかったが、床上１戸、床下16戸を含む７ha

の浸水被害が発生した。

このため、推進費を活用し、緊急的に河道掘削等を行うことで河川の流下

能力を向上させて再度災害防止を図り、地域住民の安全・安心を確保する。

和歌山県

和歌山県海南市黒江地先

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費300（百万円） 150（百万円）

【12】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 補助 豪雨 分類②）

河川改修事業（亀の川水系大坪川）
カメ ガワ オオ ツボ ガワ

カイ ナン シ クロ エ

【Ｈ30第３回】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

① ②

平面図

位置図

矢板工

河道掘削

【断面図（A-A’）】

地盤高▽T.P3.04 被災時水位

対策後水位

【断面図（B-B’）】
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取水口

詳細図

タラップ

平成27年９月関東・東北豪雨で桜川が増水し、田土部堰のゲート開閉操作が

行えなくなり、公共土木施設には被害はなかったが、農地65.7haの浸水被害が発

生した。また、市道が冠水し、全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的にゲート改修工事を行うことで再度災害防

止を図り、地元農家や地域住民等の安全・安心を確保する。

茨城県

茨城県つくば市玉取地内

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費126（百万円） 63（百万円）

【13】 災害対策（農水省農村振興局 補助 豪雨 分類②）

農業農村整備事業（田土部堰地区）
タ ド ベ セキ

タマ トリ

至 国道358号

至芦川支所

施行箇所

茨城県

水戸

土浦

下館

古河

利根川→

霞ヶ浦

桜
川→

【つくば市】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

【①頭首工（田土部堰）全景】

浸水被害範囲（10ha）
原因：排水阻害

施行箇所
（田土部堰ゲート）

平面図

【農地浸水被害状況】

5

4

【④】

避難勧告

避難勧告

避難勧告

避難勧告

→

土浦市道新治南20号

つくば市道
1-3581号

つくば市道1-31号

北田橋

拡大図 用水 →
余水 →

本川

1

3

2

右岸

左岸

1

取水口

取水口

通行止区間

【①河川出水時

開閉操作不能状況】

田土部堰

【③河川出水時頭首工

へ渡河不可状況】

【⑤】

【②整備施行箇所】

(巻上機,管理橋)】

洪水時水位
整備前 整備後

【開閉方法】

人
力

機
械

機
械

戸当り

操作盤

巻上機
管理橋

本川流向

左岸側

5000 5000 5000 5000 5000 5000 1100 6000 6000 6000 6000 9340

連絡橋

2号３号４号５号
右岸側

23
00

引込柱
操作盤

６号
１号

800 800 800 800 800 800 800

階段

２

管理橋（幅員3.0m，手摺1.1m）
旧5,6号操作盤 旧3,4号操作盤 旧1,2号操作盤

整備前経路

はしご
（整備前施設）

3連絡橋（新設）

【Ｈ27第３回】

位置図

【衛星写真】

1

取水口

田土部堰ゲート
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H29.7洪水浸水範囲

地域特性を踏まえた治水対策

凡 例

②

30k

40k
50k

河川激甚災害対策特別緊急事業区間

A’A

推進費施行区間L=6,800m
（築堤）

①

雄和雨量観測所
ゆうわ

秋田市

【Ｈ29第２回】

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費

【14】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 直轄 豪雨 分類⑤）

平成29年７月22日の梅雨前線に伴う豪雨（348mm/24h、73mm/1h）により、

雄物川中流域が溢水し、床上167戸、床下538戸を含む1,980haの浸水など

の甚大な被害が発生した。

このため、河川激甚災害対策特別緊急事業の初年度に推進費を活用して

早急に築堤を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

秋田県大仙市協和小種地先

580 （百万円） （百万円）580

河川激甚災害対策特別緊急事業（雄物川水系雄物川）
オモノ ガワ オモノ ガワ

ダイセン シ キョウワ コタネ

【平面図】

米代川

雄物川

子吉川

◎

玉川

皆瀬川

秋 田 県
施行箇所秋田市

雄和雨量観測所
ゆうわ

▽ 計画堤防高

A ｰ A’断面

H.W.L-2.0m
H.W.L-1.0m

H.W.L

築堤
計画堤防幅
L=７ｍ

L=２２ｍ

L=１m

【位置図】 【断面図】

推進費施行箇所（浸水状況）

平成29年7月24日撮影

写真①

築堤

雄物川

H30.9撮影

H30.9撮影

③

築堤下端

施行完了

写真②

写真③
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H29.7洪水浸水範囲

地域特性を踏まえた治水対策

凡 例

②

30k

40k
50k

河川激甚災害対策特別緊急事業区間

A’A

推進費施行区間L=6,800m
（築堤）

①

雄和雨量観測所
ゆうわ

秋田市

【Ｈ29第２回】

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費

【14】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 直轄 豪雨 分類⑤）

平成29年７月22日の梅雨前線に伴う豪雨（348mm/24h、73mm/1h）により、

雄物川中流域が溢水し、床上167戸、床下538戸を含む1,980haの浸水など

の甚大な被害が発生した。

このため、河川激甚災害対策特別緊急事業の初年度に推進費を活用して

早急に築堤を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

秋田県大仙市協和小種地先

580 （百万円） （百万円）580

河川激甚災害対策特別緊急事業（雄物川水系雄物川）
オモノ ガワ オモノ ガワ

ダイセン シ キョウワ コタネ

【平面図】

米代川

雄物川

子吉川

◎

玉川

皆瀬川

秋 田 県
施行箇所秋田市

雄和雨量観測所
ゆうわ

▽ 計画堤防高

A ｰ A’断面

H.W.L-2.0m
H.W.L-1.0m

H.W.L

築堤
計画堤防幅
L=７ｍ

L=２２ｍ

L=１m

【位置図】 【断面図】

推進費施行箇所（浸水状況）

平成29年7月24日撮影

写真①

築堤

雄物川

H30.9撮影

H30.9撮影

③

築堤下端

施行完了

写真②

写真③
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平成29年７月九州北部豪雨（516mm/24h、106mm/1h）により、桂川水系の各

河川では越水や破堤が生じ、床上346戸、床下429戸を含む1,098haの浸水被害

が発生した。上流各支川では災害復旧助成事業を実施している。

このため、河川災害復旧等関連緊急事業の初年度に推進費を活用し、早急に

河道掘削等を行うことで河川の流下能力を向上させて、地域住民の安全・安心

を確保する。

福岡県

福岡県朝倉市長田地先～福光地先

5,000

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）2,500

河川災害復旧等関連緊急事業（筑後川水系桂川・荷原川）
チク ゴ ガワ カツラガワ イナイバルガワ

アサクラ シ ナガタ フクミツ

Ａ’

Ａ

：浸水範囲

河川災害復旧等関連緊急事業区間（桂川・荷原川） L=8.0km

推進費施行区間 L=2.4km

筑後川

災害復旧助成事業区間
（荷原川）

災害復旧助成事業区間
（妙見川）

①

➁

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧助成事業

黄 次年度以降の実施予定

筑後川

桂川

①浸水状況（桂川）

Ｈ29.9.18航空撮影

②浸水状況（桂川）

【平面図】

【断面図】

施行箇所筑後川

桂川

朝倉雨量観測所

【位置図】

河道掘削 護岸護岸

桂川（1.6 ｋ）
A-A’ 断面

【15】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 補助 豪雨 分類⑤）

【Ｈ29第３回】
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平成30年７月豪雨（209mm/24h、58mm/1h）により、由良川水系由良川が
溢水し、戸田地区と川北地区で110haが浸水。さらに支川の相長川周辺の私
市地区で床下４戸を含む40haの浸水被害（内水被害）が発生した。
このため、推進費を活用して緊急的に由良川の河道掘削を行うことで河川
の流下能力を向上させ、再度災害防止を図り、地域住民の安全・安心を確
保する。

国土交通省

京都府福知山市戸田地先

336

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）336

河川改修事業（由良川水系由良川）
ユ ラ ガワ ユ ラ ガワ

フク チ ヤマ シ ト ダ

【16】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 直轄 豪雨 分類②）

【Ｈ30第２回】

位置図

京都府

施行箇所

音無瀬雨量観測所

写真③

平面図

写真①

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

：浸水範囲(150ha)

凡例

：浸水家屋(4戸)

相長川

写真②

相長川樋門 相長川樋門

推進費施行区間L=1,400m
（河道掘削）

相
長
川
樋
門

内水位ピーク 外水位ピーク

対策後（内水位）

対策後（外水位）

整備効果（B－B’断面）
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平成30年７月豪雨（209mm/24h、58mm/1h）により、由良川水系由良川が
溢水し、戸田地区と川北地区で110haが浸水。さらに支川の相長川周辺の私
市地区で床下４戸を含む40haの浸水被害（内水被害）が発生した。
このため、推進費を活用して緊急的に由良川の河道掘削を行うことで河川
の流下能力を向上させ、再度災害防止を図り、地域住民の安全・安心を確
保する。

国土交通省

京都府福知山市戸田地先

336

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）336

河川改修事業（由良川水系由良川）
ユ ラ ガワ ユ ラ ガワ

フク チ ヤマ シ ト ダ

【16】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 直轄 豪雨 分類②）

【Ｈ30第２回】

位置図

京都府

施行箇所

音無瀬雨量観測所

写真③

平面図

写真①

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

：浸水範囲(150ha)

凡例

：浸水家屋(4戸)

相長川

写真②

相長川樋門 相長川樋門

推進費施行区間L=1,400m
（河道掘削）

相
長
川
樋
門

内水位ピーク 外水位ピーク

対策後（内水位）

対策後（外水位）

整備効果（B－B’断面）

98

国土交通省

佐賀県小城市牛津町牛津地先

280

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）280

河川改修事業（六角川水系牛津川）
ロッ カク ガワ ウシ ヅ ガワ

オ ギ シ ウシ ヅ ﾁｮｳ ウシ ヅ

【17】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 直轄 豪雨 分類②）

【Ｈ30第２回】

平成30年７月豪雨（317mm/24h、42mm/1h）により、六角川水系牛津川の
水位が上昇し、支川の牛津江川合流部周辺で床上５戸、床下21戸を含む
281haの浸水被害（内水被害）が発生した。
このため、推進費を活用して緊急的に牛津川の河道掘削を行うことで河川
の流下能力を向上させ、再度災害防止を図り、地域住民の安全・安心を確保
する。

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

横断図A-A’
【7K000】

約1.5m

対策後水位

約 50m

被災水位(＝HWL)

被災時外水位　 T.P+5.820
ＨＷＬ   T.P+5.665
対策後外水位　 T.P+5.528

内水位ピーク T.P+4.12
対策後内水位 T.P+3.50

牛
津
江
水
門

横断図B-B’
堤外地堤内地

牛津川

牛津川左岸７k８00付近 （写真①）

■出水の状況

国道３４号牛津江川

牛津江川 （写真②）

■出水の状況

外水位ピーク

対策後外水位
内水位ピーク

対策後内水位

9999



【Ｈ29第２回】

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費

【18】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 直轄 豪雨 分類③）

平成29年７月九州北部豪雨（544mm/24h、106mm/1h）により、大規模な山腹

崩壊が発生し、大量の土砂が流出、筑後川に堆積した。堆積した土砂の影響で

水位が上昇し、新たな浸水被害が発生するおそれがある。

このため、推進費を活用して緊急的に堆積土砂を撤去することで大規模自然

災害時における被害拡大及び二次災害を防止し、地域住民の安全・安心を確

保する。

国土交通省

福岡県朝倉市八幡地先～林田地先

670 （百万円） （百万円）670

河川改修事業（筑後川水系筑後川）
チク ゴ ガワ チクゴ ガワ

アサクラ シ ヤハタ ハヤシダ

朝倉雨量観測所

朝倉雨量観測所

43K
61K

推進費施行区間

施行箇所

片ノ瀬水位観測所

A’

A

B’

B

C’

C

河道掘削

A’

A

①林田地先

写真➀

②原鶴地先～中鶴地先

河道掘削

55k000

55k800

河道掘削

57k200

57k600

← 筑後川

B’

B

C’

C

【平面図】

B-B’断面

H=約1m

B=約50m

H.W.L
河道幅 約200m

河道掘削

【断面図】

【位置図】

【平面図】

【平面図】

H=約1m

B=約100m

H.W.L
河道幅 約250m

C-C’断面

河道掘削

【断面図】

写真②

堆積土砂

対策後【H30.10撮影】

写真②

堆積土砂

対策後【H30.10撮影】

対策後【H30.10撮影】

写真④

堆積土砂

57k200
57k600

■中鶴地先 堆積箇所

写真➂

河道幅 L=約

H=約2m

A-A’断面

河道掘削

B=約70m

筑後川の土砂堆積状況（7/20）【断面図】

55k800

55k000

■原鶴地先 堆積箇所

写真➀

100100



【Ｈ29第２回】

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費

【18】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 直轄 豪雨 分類③）

平成29年７月九州北部豪雨（544mm/24h、106mm/1h）により、大規模な山腹

崩壊が発生し、大量の土砂が流出、筑後川に堆積した。堆積した土砂の影響で

水位が上昇し、新たな浸水被害が発生するおそれがある。

このため、推進費を活用して緊急的に堆積土砂を撤去することで大規模自然

災害時における被害拡大及び二次災害を防止し、地域住民の安全・安心を確

保する。

国土交通省

福岡県朝倉市八幡地先～林田地先

670 （百万円） （百万円）670

河川改修事業（筑後川水系筑後川）
チク ゴ ガワ チクゴ ガワ

アサクラ シ ヤハタ ハヤシダ

朝倉雨量観測所

朝倉雨量観測所

43K
61K

推進費施行区間

施行箇所

片ノ瀬水位観測所

A’

A

B’

B

C’

C

河道掘削

A’

A

①林田地先

写真➀

②原鶴地先～中鶴地先

河道掘削

55k000

55k800

河道掘削

57k200

57k600

← 筑後川

B’

B

C’

C

【平面図】

B-B’断面

H=約1m

B=約50m

H.W.L
河道幅 約200m

河道掘削

【断面図】

【位置図】

【平面図】

【平面図】

H=約1m

B=約100m

H.W.L
河道幅 約250m

C-C’断面

河道掘削

【断面図】

写真②

堆積土砂

対策後【H30.10撮影】

写真②

堆積土砂

対策後【H30.10撮影】

対策後【H30.10撮影】

写真④

堆積土砂

57k200
57k600

■中鶴地先 堆積箇所

写真➂

河道幅 L=約

H=約2m

A-A’断面

河道掘削

B=約70m

筑後川の土砂堆積状況（7/20）【断面図】

55k800

55k000

■原鶴地先 堆積箇所

写真➀

100

平面図④

※事業計画区間（施行区間）と
被災した範囲の図を記載する

③

排水路工
(L=1.1km、トラフ)

平面図

宅地３戸

標準断面図 東６線中間排水路

標準断面図 東５線排水路

(単位:mm)柵渠工

H.W.L

1560

88
79
58

1500

平成27年６月３日の豪雨（109mm/24h、36mm/1h）により、農業用排水路が氾

濫し、公共土木施設には被害はなかったが、宅地周り10棟と農地20haの浸水

被害が発生した。また、町道は冠水し全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に排水路の整備を行うことで再度災害防

止を図り、地元農家や地域住民等の安全・安心を確保する。

国土交通省（北海道開発局）

北海道夕張郡長沼町

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費315（百万円） 315（百万円）

【19】 災害対策（農水省農村振興局 直轄 豪雨 分類②）

農業農村整備事業（南長沼地区）
ミナミナガヌマ

ユウバリグン ナガヌマチョウ

凡 例

赤
推進費施行箇所
(当年度施行)

被災状況①

排水路冠水状況
(宅地道路及び農地)

東５線排水路

被災状況②

施行箇所
南長沼地区

位置図

札幌市

排水路冠水状況
(農地及び宅地)

冠水範囲
(農地約20ha、
宅地３戸（10棟）、
町道一部)

排水路工
(L=1.1km、柵渠工)

(単位:mm)トラフ

【Ｈ27第２回】

施工完了施工前

③

北海道
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自然排水流向 → 機械排水流向

施行箇所

（飯沼第１排水機場）
2

3

（孫兵衛新田）

避難勧告地域

鬼
怒
川→

5

坂東市道44号線
常総市道Ⅰ-8号線

広域農道

県道土浦岩井線

平面図

通行止区間

【③出水対策（土のう積）
及び農地被災状況】

【④農地湛水及び水稲被害状況】

【②湛水状況】

【⑤一般車両浸水被害状況】

至国道358号

至芦川支所

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

黒 施行完了箇所

施行箇所

茨城県
水戸

土浦

下館

古河

霞ヶ浦

鬼
怒
川→

【①飯沼第１排水機場 全景】

【常総市】

２

6

貯油槽撤去

圧油槽撤去
吐出弁 吐出弁 吐出弁

2号ポンプ

1号ポンプ3号ポンプ

空気圧縮機撤去

油圧操作盤撤去

3号ポンプ現場操作盤

真空ポンプ

消音槽

減速機

1号ポンプ現場操作盤

2号ポンプ現場操作盤

12
11
10
9

8
7
6
5
4
3
2
1

番号 詳　　　細
① 引込盤
② 受電盤
③ 1号ポンプ盤
④ 2号ポンプ盤
⑤ 3号ポンプ盤
⑥ 照明変圧器盤
⑦ 動力変圧器切換盤
⑧ コンデンサ盤
⑨ 低圧盤１
⑩ 低圧盤２
⑪ 補助継電器盤
⑫ 蓄電池設備

真空ポンプ操作盤

詳細図

1

南

北

【⑥整備要望箇所(３号ポンプ)】

油圧設備撤去

電動式吐出弁Φ1600設置

【Ｈ27第３回】

位置図

平成27年９月関東・東北豪雨（198mm/24h、32mm/1h）により、飯沼第1排水機
場地区ではポンプ排水機能を超えたため、農地926haの浸水や県道・市道が冠水
し、公共土木施設に被害はなかったが、農作物（水稲約6.8億円）や乗用車３台の
水没被害が発生した。また、県道等の全面通行止めを行った。
このため、推進費を活用して緊急的にポンプの排水機能を向上させることで再
度災害防止を図り、地元農家や地域住民等の安全・安心を確保する。

茨城県

茨城県常総市大生郷町地内

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費112（百万円） 56（百万円）

【20】 災害対策（農水省農村振興局 補助 豪雨 分類②）

農業農村整備事業（飯沼第１排水機場地区）
イイヌマ ダイイチ ハイスイ キジョウ

ジョウソウ シ オオノゴウ マチ

102102



自然排水流向 → 機械排水流向

施行箇所

（飯沼第１排水機場）
2

3

（孫兵衛新田）

避難勧告地域

鬼
怒
川→

5

坂東市道44号線
常総市道Ⅰ-8号線

広域農道

県道土浦岩井線

平面図

通行止区間

【③出水対策（土のう積）
及び農地被災状況】

【④農地湛水及び水稲被害状況】

【②湛水状況】

【⑤一般車両浸水被害状況】

至国道358号

至芦川支所

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

黒 施行完了箇所

施行箇所

茨城県
水戸

土浦

下館

古河

霞ヶ浦

鬼
怒
川→

【①飯沼第１排水機場 全景】

【常総市】

２

6

貯油槽撤去

圧油槽撤去
吐出弁 吐出弁 吐出弁

2号ポンプ

1号ポンプ3号ポンプ

空気圧縮機撤去

油圧操作盤撤去

3号ポンプ現場操作盤

真空ポンプ

消音槽

減速機

1号ポンプ現場操作盤

2号ポンプ現場操作盤

12
11
10
9

8
7
6
5
4
3
2
1

番号 詳　　　細
① 引込盤
② 受電盤
③ 1号ポンプ盤
④ 2号ポンプ盤
⑤ 3号ポンプ盤
⑥ 照明変圧器盤
⑦ 動力変圧器切換盤
⑧ コンデンサ盤
⑨ 低圧盤１
⑩ 低圧盤２
⑪ 補助継電器盤
⑫ 蓄電池設備

真空ポンプ操作盤

詳細図

1

南

北

【⑥整備要望箇所(３号ポンプ)】

油圧設備撤去

電動式吐出弁Φ1600設置

【Ｈ27第３回】

位置図

平成27年９月関東・東北豪雨（198mm/24h、32mm/1h）により、飯沼第1排水機
場地区ではポンプ排水機能を超えたため、農地926haの浸水や県道・市道が冠水
し、公共土木施設に被害はなかったが、農作物（水稲約6.8億円）や乗用車３台の
水没被害が発生した。また、県道等の全面通行止めを行った。
このため、推進費を活用して緊急的にポンプの排水機能を向上させることで再
度災害防止を図り、地元農家や地域住民等の安全・安心を確保する。

茨城県

茨城県常総市大生郷町地内

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費112（百万円） 56（百万円）

【20】 災害対策（農水省農村振興局 補助 豪雨 分類②）

農業農村整備事業（飯沼第１排水機場地区）
イイヌマ ダイイチ ハイスイ キジョウ

ジョウソウ シ オオノゴウ マチ

102

平成30年９月の台風第21号の豪雨（298m/24h、57mm/1h）により、那賀川水系

那賀川の既存護岸上部が洗掘され、護岸が一部崩壊した。背後地には重要施設

も多数存在する約3,000戸の市街地があり、更なる護岸崩壊による被害の拡大を

防ぐ必要があるが、災害復旧事業における災害の採択範囲の対象外である。

このため、推進費を活用して緊急的に護岸対策を行うことで再度災害防止を図

り、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

徳島県阿南市羽ノ浦町地先

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費101 （百万円） 101（百万円）

【21】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 直轄 豪雨 分類③）

河川改修事業（那賀川水系那賀川）
ナ カ ガワ ナ カ ガワ

ア ナン シ ハ ノ ウラ

【Ｈ30第３回】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）施行箇所

位置図

槍戸観測所

護岸被災状況
護岸被災状況
（対岸から撮影）

那賀川

写真① 写真②

捨石

▽計画高水位

1:2.00

根固ブロック

張りブロック護岸

▽今回出水時水位

【断面図A-A’】

被災前断面

被災後断面

対策後断面

H=約4.5m
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4,500
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t=600
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GH=100.26

NO.0+14
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▽94.26

LWL＝94.86
かごマット

A－A’

平成29年８月の台風第５号の豪雨（306mm/24h、62mm/1h）による出水で、
姉川の護岸が一部崩壊した。被災箇所は県の条例により浸水警戒区域に指
定されており、今後の降雨により浸水が発生した場合、甚大な被害になるお
それが大きいが、災害復旧事業における災害の採択範囲の対象外である。
このため、推進費を活用して緊急的に護岸の復旧と根固めを行うことで再
度災害防止を図り、地域住民の安全・安心を確保する。

滋賀県

滋賀県米原市村居田地先

60

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）30

河川改修事業（淀川水系姉川）
ヨド ガワ アネ ガワ

マイバラ シ ムライ ダ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

姉川

■ 想定浸水エリア

【凡例】
家屋密集エリア

②①

【断面図】

【平面図】
琵琶湖

琵琶湖

施行箇所

【位置図】

被災箇所

被災箇所

根固めﾌﾞﾛｯｸ堤防欠損

護岸（連節ﾌﾞﾛｯｸ）

【22】 災害対策（国交省水管理・国土保全局 補助 豪雨 分類③）

【Ｈ29第３回】
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施行箇所

位置図

①台風前(中州状況)

紀の川第2工業用水道
松島水源地平面図

①

②台風後(中州洗掘状況)

②
③

Ａ

Ａ

ＢＢ

根固め袋設置工 土砂投入工

A－A断面図

凡 例

赤
推進費施行箇所
（当年度施行）

【Ｈ23第３回】

③台風後(集水井１付近の流木状況)

根固め袋設置工
土砂投入工

B－B断面図
集水井本体は水中
見えている部分は
集水井の一部

平成23年９月の台風第12号の豪雨（128mm/24h）により、公共土木施設には被

害がなかったが、紀の川第2工業用水道の集水管埋設部（ろ過層）に洗掘被害が

発生した。工業用水は工業施設のほか、火力発電所のボイラー用水にも供給され

ており、更なる被害の拡大を防ぐ必要がある。

このため、推進費を活用して緊急的に河床の洗掘防止対策を行うことで再度災

害防止を図り、工業用水利用者及び地域住民等の安全・安心を確保する。

和歌山県

和歌山県和歌山市松島地先

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費69.6（百万円） 15.7（百万円）

【23】 災害対策（経産省経済産業政策局 補助 豪雨 分類②）

工業用水道事業（紀の川第２工業用水道）
キ ノ カワ ダイ コウギョウヨウ スイドウ

ワ カ ヤマ シ マツシマ
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平成27年６月23日の豪雨（68mm/24h、39mm/1h）により、落石及び法面崩壊が

発生し、主要地方道笛吹市川三郷線の全面通行止めを行った。

このため、災害復旧事業による原形復旧にあわせて推進費を活用し、緊急的に

法面対策を行うことで再度災害防止を図り、通行者等の安全・安心を確保する。

山梨県

山梨県笛吹市芦川町鴬宿地内

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費34（百万円） 17（百万円）

【24】 災害対策（国交省道路局 補助 豪雨 分類①）

道路更新防災等対策事業（主要地方道笛吹市川三郷線）
フエフキ イチカワ ミサト セン

フエフキ シ アシガワチョウ オウシュク

至 市川三郷町
（終点側）

表面除去工
モルタル吹付工 至 芦川支所

（起点側）

③

A断面②
①

落石防止網

モルタル吹付

A断面

12m

18m

表土除去

断面図

③落石発生源痕跡状況

②法面亀裂状況

至国道358号

至芦川支所

①被災状況

【Ｈ27第３回】

平面図

施行箇所

位置図

【山梨県】

笛吹市

施行箇所

笛吹市役所芦川支所

至 富士河口湖町

至 笛吹市八代町事前通行規制区間

主要地方道
笛吹市川三郷線

至 西八代郡
市川三郷町

358

358

至 甲府市
広域図

凡 例

赤
推進費施行箇所

（当年度施行）

緑
災害復旧事業

（当年度施行）

施工完了
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